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本年もよろしくお願いします 
新春の候、皆様方におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。今年も

大変穏やかな元旦を迎えることができました。 

さて、「雨岳文庫」が公益財団法人として認定され、３年目になりました。また、ＮＰＯ法

人雨岳文庫を活用する会については「雨岳ガイドの会」と「雨岳民権の会」の活動が一層活発

になり、充実した様々な活動が行われています。一方

で、昨年の夏より３か月に一度程度の割合で、今後の

ＮＰＯのあり方や財団との関係などについて課題を整

理するために、ＮＰＯの各会や財団の関係者が集まっ

て話し合いを続けています。今後も関係諸団体と連携

しながら一層充実した活動をするために、皆様方のご

意見を頂戴することもあるかもしれません。引き続き、

皆様方のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

本年が皆様にとって幸多き年でありますよう、心か

らお祈り申し上げます。 

平成 30 年１月吉日   公益財団法人雨岳文庫 理事長 野崎 昭雄 

 

昨年秋以降の事業や来館者など 
 秋以降に(公財)雨岳文庫とＮＰＯ法人雨岳文庫を活用する会などが連携して様々な事業を行

い、たくさんの方に来館して頂きました。また、友好団体による雨岳文庫を活用した事業に公

財やＮＰＯが協力して行った取組もありました。 
 

雨岳ガイドの会 
文化財ウォーク 

＜伊勢原とその周辺を歩く＞ 

「岡崎城址とその周辺」 

12/16 に文化財ウォークを開催しました。

晩秋の里山の中に歴史を刻む「岡崎城址と

その周辺」を歩き、一般参加者と雨岳ガイ

ドの会のスタッフを合わせ、計 49 人が参加

しました。 

下見と同様

に快晴の中を、

一般的な歴史

散策では体験

できない落ち

葉に埋もれた

平安・鎌倉？・戦国時代の城を守る土堀の

中を歩き、この時代の城の構成を実感しま

した。また、大句公民館では世話役の方の

ご厚意で、普段は目にすることができない

廻り地蔵と徳本上人の六字名号・木版印刷

された大山の不動明王の掛け軸を観賞する

ことができました。 

 

歴史講演会 ｢手中明王太郎の日記｣ 
大山寺や市内の寺社の造営を行った名工

「手中明王太郎影元」の日記が、「手中明

王太郎日記（上）」として出版されました。 

12/２、この本の著者で現手中家当主であ

る手中 正氏を講師に、伊勢原歴史遺産活用

実行委員会主催の歴史講演会が行われまし

た。手中氏からは、日記の内容をひもとき、

幕末維新の動乱期の話を伺いました。ペリ

ー来航後の海防、生麦事件、戊辰戦争、東

征軍(官軍)、大山寺の大火と再建、神仏分

離の経緯など手中明王太郎が体験し見た内

容で、非常に興味深いお話でした。 
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雨岳民権の会 
民権講座「伊達 時とその時代」 

11/18、「民権講座」が雨岳民権の会主催

で開かれ、川島敏郎氏から「伊達 時とその

時代」のご講演をいただきました。伊達 時

(とき)は山口家８代当主左七郎の親友で、

左七郎と共に、相州最初にして最大の民権

結社「湘南社」結成し、その幹事を務めま

した。 

川島氏からは、伊達 時が、多くの有力者

と共に、この地域の産業や交通、医療、学

校の基礎創りに貢献したことを、彼の日記

の読み解きを通して説明され、明治の時代

背景についても解説いただきました。講演

の聴講者からも活発な質問もなされ、貴重

な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民権散歩と学習会 
10/21、雨岳民権の会主催で、午前中は｢湘

南社｣民権散歩を行い、午後はこれに引き続

いて、学習・解説会を開催しました。雨天

にもかかわらず、30 人を超す皆さんが参加

して下さいました。 

午前中の民権散歩では、｢伊勢原の赤ひげ

先生｣江口治郎人(じろんど)の足跡をたどり

ました。 

午後は、｢大山道｣、｢権田直助｣、｢湘南社

の憲法論議｣の講義と、ハワイでサトウキビ

農場の労働者の権利を守り、最後は非業の

死を遂げた「後藤 潤」のお話を聞き、新た

な知見を得ることができました。なお、赤

ひげ先生が使用していた｢机｣が現存してい

ることが、(公財)雨岳文庫理事長の野崎氏

から紹介されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨岳文庫ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

(公財&ＮＰＯ＆友好団体 他) 
雨岳文庫の収穫祭 
 11/12、好天に恵まれ、毎年恒例の収穫祭

を行いました。地元や東京からのお客様 47

家族 156 人の参加者を、スタッフ 61 人でお

もてなししました。 

サツマイモ掘り 

の後、雨岳自然の 

会の Can ガーデン、 

伊勢原グリーン･ 

インストラクター 

のどんぐり工作、 

伊勢原市立子ども

科学館のシャボン玉遊びや竹とんぼ飛ばし

などで遊びました。おやつコーナーでは、

落花生・銀杏・しいの実焼き、焼き芋や芋

の葉の茎や生姜の佃煮、手作りのこんにゃ

くなどが並びました。昼食時にはトン汁を

提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友好団体による雨岳文庫の活用 
国登録有形文化財「山口家住宅」の公開 
 11/３、伊勢原市教育委員会主催の「国登

録有形文化財特別公開」が開催されました。

雨岳文庫もこの事業に協力し、築 180 年を

超える幕末最後の代官屋敷「山口家住宅」

を公開し、多くの来館者の皆様をガイドの

会が案内しました。来館された皆さんから

は「素晴らしい家ですね」という感激のお

言葉もいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サツマイモ掘りの様子 

「伊勢原の赤ひげ先生」が使っていた机 
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能を知るたのしみの会（第 3 回） 
10/１に「能を知る楽しみの会」が開催され

ました。観世流能楽師で重要無形文化財能

楽の資格を持たれている加藤眞吾氏から、

能楽とその体験、能の持つ意味などについ

て分かりやすい解説をいただき、約 40 人の

参加者は能を幅広く楽しめたようでした。 

 また、プログラム

の前後には茶会の皆

さんが和服にて茶席

を提供され、能の会

に華を添えていただ

きました。 

 

自然の会（採蜜・巣箱作り） 
雨岳文庫の栗畑には、昨年４月からニホ

ンミツバチが住み着いた巣箱があります。 

10/14 には、その巣箱の採蜜と、ニホンミ

ツバチ用の巣箱作りの実習をしました。 

 

侘楽侘楽茶会  

原則、毎月第３土曜日に、侘楽侘楽(だら

だら)茶会によるお茶会が開かれています。

日本茶だけでなく、様々な、上等で質の良

いお茶を楽しく味わいながら、お茶の話題

に花を咲かせ、お茶の(で)歴史を読み解い

ていこうというお茶会です。 

 

今後の展開にご期待ください 
 

｢戦前・戦中の農業改革と山口左右平 

～産業組合中央会から帝国議会へ 

･その事跡と時代｣(津田政行･山口匡一共著)

の出版に向けて 
山口家の系譜や当時の世相などに関する

雨岳文庫所蔵史料の調査研究の成果が、こ

れまでに多数発表されています。 

その一つは、黒田藩士であった野田氏が、

九州から上粕屋村(現伊勢原市)に移った後、

当地の地頭間部家の地代官として代々仕え

ていた江戸時代後期に関するものです。平

成 27 年度･28 年度には、幕末及び明治初頭

に活躍した７代当主作助が江戸と上粕屋村

との往来時に書き留めた『山口作助日記』

の研究成果物を発刊しています。 

二つ目は、明治期に起こった自由民権運

動の指導者として知られる８代当主左七郎

に関するものです。左七郎は、大往・淘綾

（ゆるぎ）両郡の郡長に就任した後、第１

回衆議院議員に選出されるなど、地域を代

表する立場にあり、その業績を顕彰して、

昨年度に皆様のご協力により「自由民権の

里 自由は大山の麓より」が建碑されまし

た。なお、「雨岳文庫」の「雨岳」は左七

郎の雅号で、大山(雨降山)のことです。 

その一方で、自由民権運動などによる農

村の近代化運動の締めくくりと位置付けら

れる、産業組合運動とその周辺の事柄には、

これまであまり目が向けられていませんで

した。この度、当財団監事の津田政行氏に

よって 10 代当主山口左右平とその時代の動

きなどに関する論文が発表され、現在、こ

の刊行に向けた準備が進んでいます。左右

平の産業組合運動・国会活動から見えてく

る、当時の農村改良運動、満州国や農地解

放の歴史などが記されています。 

明治期のハワイの「義人」と 

山口左七郎との関係が明らかに 
「後藤 濶（かつ）」は大磯町に生まれ、

明治時代に｢官約移民｣の第一号としてハワ

イに渡りました。英語が得意で、サトウキ

ビ農園で働く日本人労働者の相談に乗るな

どして、慕われていました。しかし、日本

人労働者の苦境を見て見ぬふりはせず、権

利を守るために行動したことで白人農園経

営者の反感を買い、27 歳の若さで非業の死

を遂げました。 

現地では｢義人｣と伝えられる後藤 濶の生

涯を伝える記録映画作りが、現在、ハワイ

で進められています。この映画の制作資料

の中で左七郎との関係も浮かび上がったこ

とから、12/17、この映画の監督パッツィ

ー・イワサキ氏(日系三世)がハワイから雨

岳文庫を訪れ、情報収集をされました。雨

岳文庫には、後藤 濶がハワイ渡航前に左七

郎に宛てた手紙が５通残されています。 

イワサキさんは「後藤 濶の生き方を通じ

て、移民の問題や人権･正義という現在に通

じる課題を考える作品を作りたい」と語っ

ていました。なお、この記録映画は来年に

完成予定ということです。 
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お問い合わせ先 雨岳文庫（山口） 

TEL／FAX：0463‐95‐0002

ご寄付やご協力のお願い 
 公益財団法人雨岳文庫が所蔵する歴史資料の保存及び管理やその活用に係る事業実施のため

の費用については、ＮＰＯ法人雨岳文庫を活用する会の会費、財団雨岳文庫へのご寄付、国ま

たはその他の機関からの助成に頼っています。また、各事業はＮＰＯ雨岳文庫を活用する会会

員の皆様やその他の皆様のご厚意やボランティア活動によって実施されています。 

今後も雨岳文庫に係る活動を継続していくために、皆様方のご寄付やボランティアとしての

ご協力を頂ければ幸いです。詳しくは、別紙資料をご参照ください。 

 

参加をお待ちしています！ 
 

家族そろって 

昔ながらの味噌つくり（雨岳文庫ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
（日 時）２/11(日) 13：00～15：00 頃 

（内 容）・昔の臼や杵を使ったみそ造り 

・お話と実習 

（参加料）500 円／一人(中学生以下は無料) 

（申込み）２/１(木)受付開始(先着 30 人) 

電話(95－0002：19:00～21:00) 

又はファックス(91-6363) 
 

民権講座(講演･学習会)（雨岳民権の会） 
（日 時）H30 年５月末 14：00～16：00 

＊NPO 活用する会の総会終了後 

※内容等の詳細については未定 

文化財ウォーク（雨岳ガイドの会） 
（日 時）３/17(土) 9：00～15：00 

（方 面）下糟屋周辺 

（参加費）500 円 

（申込み）メール or 電話、先着 45 人 

 

◆平成 30 年度 文化財ウォーク計画（案） 

・H30 年５/19(土)金目観音とその周辺 

・ 〃 ９/15(土)青山道(海老名～厚木) 

・ 〃 12/15(土)青山道(愛甲～下糟屋) 

・H31 年３/16(土)青山道(上粕屋～大山) 

 

 

 

 

平成 30年（2018年）前半の主な予定及び活動    H30.1.13現在 

期日 行  事 主催・担当 時刻等 参加費 申込み方法等 

１ 

14 日 梅の木の剪定体験 
公財雨岳文庫 

自然の会 

10：00 

～12：00 
 メール 

28 日 
山口家住宅、資料館 

公開開始 
公財雨岳文庫 

NPO 活用する会 

10：00 

～15：00 

300 円(一般の

方の入館料) 
不要 

２ 11 日 
家族そろって 

昔ながらの味噌つくり 
公財雨岳文庫 

NPO 活用する会 

13：00 

～15：00 
500 円/人 電話 or ﾌｧｯｸｽ 

３ 17 土 
文化財ウォーク 

「下糟屋周辺」 

伊勢原歴史文化遺産

活用実行委員会 

公財雨岳文庫 

NPO 活用する会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

５ 

19 土 
文化財ウォーク 

「金目観音とその周辺」 

伊勢原歴史文化遺産

活用実行委員会 

公財雨岳文庫 

NPO 活用する会 

9：00 

～15：00 
500 円 

メール or 電話 

先着 45 人 

27 日 
ＮＰＯ活用する会総会 NPO 活用する会 

13：00 

～14：00 
  

民権講座【講演・学習会】 
公財雨岳文庫 

NPO 活用する会 

14：00 

～16：00 
  

○山口家住宅及び資料館は、原則として、日曜日に開館しています。 

○「雨岳ガイドの会」による山口家住宅の「総点検」（整理・整頓・清掃）は、原則、第１、３月曜日に行っています。 

○「雨岳民権の会」の活動は、原則、金曜日に行っています。 

○「古文書調査会」は、原則、毎月第２金曜日(14:00～16:00)に開催しています。無料 

○｢雨岳文庫クラブ｣は、原則、第２･４日曜日に雨岳文庫庭内の整備等の活動を行っています。 

○「侘楽侘楽茶会」は、原則、毎月第３土曜日(11：00～15：00)に開催されています。参加費 2,000 円 
 

※表中の、“公財雨岳文庫”は「公益財団法人雨岳文庫」、“NPO 活用する会”は｢特定非営利活動法

人雨岳文庫を活用する会｣、“自然の会”は｢雨岳自然の会｣を表します。 

※｢雨岳自然の会｣の連絡先は、『ugakusizen@gmail.com』 

『田中：080‐9705‐3553』です。 

mailto:ugakusizen@gmail.com』

